
事業開始年度

評価内容

２　事業計画・評価

評価内容

事 業 内 容

実 施 の 背 景

事 業 目 標

根 拠 法 令 等

市 関 連 事 業

対 象

事業種別 見直しの裁量

総 合
計 画

基本施策 主管部課名

施 策 事業類型

１　事務事業の概要

事 務 事 業 名
事 務 事 業
コ ー ド

概 要

事務事業評価シート
記 載 年 月

対 象 年 度

　新規・レベルアップ

　新規・レベルアップ 　継続 　見直し 　廃止

　見直し　継続 　廃止

令和３年９月

令和 2年度

- 1 -

民有緑地保全支援事業 20280100

良好な自然環境の保護又は美観風致を維持するため、一定基準を満たす樹木等の保存を奨励する

2 緑の整備

28 緑のまちづくりの推進

その他の事務事業  〜

生活環境部 環境政策課

任意事業

市に事業見直しの裁量あり

府中市自然環境の保全及び育成に関する条例

市民、神社、仏閣及び私立学校の所有者又は管理者

指定基準を満たした樹木及び樹林地について、これらの保護を奨励するための奨励金を交付する。

緑の保護及び育成を目的に、樹木の剪定、消毒及び枯損の防止など樹木の維持管理に係る緑化費用の一部を補助することにより、
緑ゆたかなまちづくりを推進する。

地域にある貴重な緑として維持できるよう現状を把握し、樹木の適正な維持管理に努める。

H31年度実績（Do） H31年度評価（Check） B　現状のまま継続

▼保存樹木　指定本数2,076本
▼保存樹林　面積829.46㎡

市内民有地にある貴重な樹木の維持、保全に貢献した。

□ □ □ H31年度評価に基づく見直し（Action）

R 2年度の方向性（Plan）R 2年度の具体的な取組（Plan）

身近な自然環境を保全する必要があることから、事業を継続していく。一
方で、維持管理の困難になっている樹木もあり、樹勢の衰えた樹木が優れ
た樹形を保つための剪定や施肥による地力回復、病虫害対策などに関して
、助言や指導の機会を提供する仕組みづくりなどについても検討していく
。

指定している樹木に対し、奨励金を交付する。

R 2年度実績（Do） R 2年度評価（Check） B　現状のまま継続

▼保存樹木　指定本数2,029本
▼保存樹林　面積829.46㎡

市内民有地にある貴重な樹木の維持、保全に貢献した。

□ □ □ R 2年度評価に基づく見直し（Action）

R 3年度の方向性（Plan）R 3年度の具体的な取組（Plan）

身近な自然環境を保全する必要があることから、事業を継続していく。一
方で、維持管理の困難になっている樹木もあり、樹勢の衰えた樹木が優れ
た樹形を保つための剪定や施肥による地力回復、病虫害対策などに関して
、助言や指導の機会を提供する仕組みづくりなどについても検討していく
。

指定している樹木に対し、奨励金を交付する。

令和 4年度における事業の位置付け

A　重点化・拡大して継続

B　現状のまま継続 1　大幅な見直しは必要ない

2　見直しには法令等の改正が必須

3　見直しの必要性はあるが時期尚早

4　現状では見直しが不可能

C　見直して継続 1　見直し・縮小

2　他事業との整理・統合

D　休止・廃止等 1　休止

2　廃止

3　完了

B

3

樹木の保全に一定の貢献を果たしていると認識しているため
、継続していく。一方で、維持管理の困難になっている樹木
もあり、樹勢の衰えた樹木が優れた樹形を保つための剪定や
施肥による地力回復、病虫害対策などに関して、助言や指導
の機会を提供する仕組みづくりなどについても検討していく
必要がある。



（事業費）

（人件費）

（間接経費）

３　指標実績の推移・現状分析

指標名
基準値

（単位）

事業推移 目標値・
目標年度

指標の分析

計
画
値

当初値

補正値

実　績

計
画
値

当初値

補正値

※　当初値：指標設定当初の計画値、補正値：現時点での適正な計画値（当初値から補正した値）

現　状　分　析 3 2 1

実　績

４　事業費・人件費等の推移   　　　　　　　　　　　　　　　　　　                           　　　　  （単位：円、人）

当 初 予 算 額

予 算 現 額

国 庫 支 出 金

都 支 出 金

市 債

そ の 他

一 般 財 源

決 算 額

国 庫 支 出 金

都 支 出 金

市 債

そ の 他

一 般 財 源

執 行 率

職 員 数

職 員 人 件 費

間 接 経 費

５　これまでの取組及び今後の展開

これまでの主な取組と成果

総 コ ス ト

今後の課題・展開（未達成の課題・具体的な方策等）

民有緑地保全支援事業

- 2 -

H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度

① 保存樹木の指定
1,942

本

2,000 2,000 2,000 2,000 2,000

- - - - 令和 3年度

2,091 2,076 2,029 - -

② 保存樹林の指定
984

㎡

829.46 829.46 829.46 829.46 829.46

- - - - 令和 3年度

829.46 829.46 829.46 - -

保存樹木の指定は、目標値を越え
ている。また、保存樹林の指定面
積については、平成１９年度以降
面積が変わっておらず、今後も増
える見込みが無い。

H29年度 H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度 R 4年度

市内民有地にある貴重な樹木を残すために管理費の一部を所有者に助成し、樹木や樹林の保護・育成を支援した。約２，０００本の樹木を指定して
いる。

維持管理の困難になっている樹木もあり、樹勢の衰えた樹木が優れた樹形を保つための剪定や施肥による地力回復、病虫害対策などに関して、助言
や指導の機会を提供する仕組みづくりなどについても検討していく必要がある。

月額制会計年度任用職員数

月額制会計年度任用職員人件費

① 国や都、民間ではなく、市が主体的に実施するべき事業である。

実施しなければならない 実施するべきである 実施する必要性は低い 2

事業内容を維持しつつ、自主的な活動ができるよう事業を進めていく。

② 実施に当たって民間活力等を活用する余地がある事業である。 余地がない 余地がある 多くの余地がある 2

③ 類以事業はなく、統合など再構築した中では実施できない。 実施不可能である 検討の余地がある 実施可能である 3

④ 事業実施の成果を何かしらの形で把握している。 把握している 把握不可能である 把握していない 3

⑤ 受益者に対して求めている負担は適正である。 適正である 見直しの余地がある 適正ではない 3

⑥ 多摩地域の他市と比較して充実している事業である。 他市より充実している 他市と同程度 他市の方が充実している 2

6,490,000 6,555,000 6,543,000 6,448,000 6,380,000 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

6,490,000 6,555,000 6,543,000 6,448,000 6,380,000 0

6,490,000 6,555,000 6,543,000 6,448,000 0 0

6,288,925 6,300,100 6,240,100 6,117,100 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

6,288,925 6,300,100 6,240,100 6,117,100 0 0

96.9% 96.1% 95.4% 94.9% 0.0% 0.0%

0.61 0.61 0.61 0.65

4,685,791 4,789,824 4,899,493 5,030,048

0 0 0 0

0 0 0 0

44,312 40,689 55,597 42,186

11,019,028 11,130,613 11,195,190 11,189,334 0 0



予算事業名
当初予算額当初予算額 決算額

会計 款 項 目
事　業
コード

６　構成事業一覧 （単位：円）

民有緑地保全支援事業

- 3 -

R 2年度 R 3年度R 2年度 R 3年度

1 01 40 15 25 1131000 補助金　樹木保存事業費 6,448,000 6,117,100 6,380,000

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合 計 6,448,000 6,117,100 6,380,000



事業開始年度

評価内容

２　事業計画・評価

評価内容

事 業 内 容

実 施 の 背 景

事 業 目 標

根 拠 法 令 等

市 関 連 事 業

対 象

事業種別 見直しの裁量

総 合
計 画

基本施策 主管部課名

施 策 事業類型

１　事務事業の概要

事 務 事 業 名
事 務 事 業
コ ー ド

概 要

事務事業評価シート
記 載 年 月

対 象 年 度

　新規・レベルアップ

　新規・レベルアップ 　継続 　見直し 　廃止

　見直し　継続 　廃止

令和３年９月

令和 2年度

- 1 -

まちかど空間緑化推進事業 20280200

公共花壇の適切な維持管理及び市民花壇への花苗の提供

2 緑の整備

28 緑のまちづくりの推進

主要な事務事業  〜

都市整備部 公園緑地課

任意事業

市に事業見直しの裁量あり

都市公園法、都市緑地法

府中市緑の基本計画２００９

市民

市民の協力を得ながら、緑が少ない地域などへの優先性を考慮した市民花壇の増設を進めるとともに、適切な維持管理を促します
。また、市民が主体となった設置や維持管理などの緑化活動を支援するため、多様な草花の種子や苗、球根や肥料の提供、手入れ
の技術の講習などを行う。
緑が少ない地域などへの優先性を考慮しつつ、公共花壇を公園や公共施設、道路などへ増設を進めるとともに、適切な維持管理に
努める。花壇の設置に際しては、地域性を踏まえ、特色のある草花の植栽を行い、多くの人に親しまれる空間として、地域住民や
事業者が主体となった維持管理を促進する。

公園などのまとまった空間確保が困難な市街地においては、まちかどの小スペースを有効に活用した緑が望まれ、公共・市民花壇
が市内に設置され、季節に応じた草花が市民の目を楽しませている。

まち全体の緑の個性と豊かさを育み、だれもが緑を楽しめる空間として、市民・公共花壇など「地域の庭」としてのまちかど空間
緑化の普及を推進し、市民の緑に対する意識をより高める。

H31年度実績（Do） H31年度評価（Check） B　現状のまま継続

◇公共花壇：４７か所にサルビア・葉ボタンなどを植付するほか、市役所
・府中本町駅・多磨駅に植付を行った。
◇市民花檀：３６か所の花壇（３２団体）に対し年１回の講習会やサルビ
ア・パンジーの苗、スカシユリの球根の配布を行った。

◇公共花壇・市民花檀とも、地域の特性を生かし季節に応じた草花を植付
け、地域の庭としての緑化を推進した。
◇適切な維持管理において、各地域での市民や事業者との協働による活動
が行われた。
◇多くの人に親しまれる空間として、質の向上にも取り組んだ。

□ □ □ H31年度評価に基づく見直し（Action）

R 2年度の方向性（Plan）R 2年度の具体的な取組（Plan）

◇公共花壇・市民花檀とも、地域の特性を生かし季節に応じた草花を植付
け、地域の庭としての緑化を推進する。
◇適切な維持管理において、各地域での市民や事業者との協働による活動
をより発展させる。
◇多くの人に親しまれる空間として、質の向上にも取り組んでいく。

◇公共花壇：３２か所にサルビア・葉ボタンなどを植付するほか、市役所
・多磨駅に植付を行う。
◇市民花檀：３４か所の花壇（３０団体）に対し年１回の講習会やサルビ
ア・パンジーの苗、スカシユリの球根の配布を行う。

R 2年度実績（Do） R 2年度評価（Check） B　現状のまま継続

◇公共花壇：３２か所にサルビア・葉ボタンなどを植付するほか、市役所
・多磨駅に植付を行った。

◇市民花檀：３４か所の花壇（２８団体）に対し年１回の講習会やサルビ
ア・パンジーの苗、スカシユリの球根の配布を行った。

◇公共花壇・市民花檀とも、地域の特性を生かし季節に応じた草花を植付
け、地域の庭としての緑化を推進した。
◇適切な維持管理において、各地域での市民や事業者との協働による活動
が行われた。
◇多くの人に親しまれる空間として、質の向上にも取り組んだ。

□ □ □ R 2年度評価に基づく見直し（Action）

R 3年度の方向性（Plan）R 3年度の具体的な取組（Plan）

◇地域の特性を生かし季節に応じた草花を植付け、地域の庭としての緑化
を推進する。
◇適切な維持管理において、各地域での市民や事業者との協働による活動
をより発展させる。
◇多くの人に親しまれる空間として、質の向上にも取り組んでいく。

◇市民花檀：３４か所の花壇（２８団体）に対し年１回の講習会やサルビ
ア・パンジーの苗、スカシユリの球根の配布を行う。

令和 4年度における事業の位置付け

A　重点化・拡大して継続

B　現状のまま継続 1　大幅な見直しは必要ない

2　見直しには法令等の改正が必須

3　見直しの必要性はあるが時期尚早

4　現状では見直しが不可能

C　見直して継続 1　見直し・縮小

2　他事業との整理・統合

D　休止・廃止等 1　休止

2　廃止

3　完了

C

2

市民の生活スタイルの変化や価値観の多様化が進み、より質
の高い空間の確保が求められているため、植生や回数を工夫
し、「量」から「質」へ転換を図る。
個性豊かな緑のまちづくりを進めるためには、「地域の庭」
である市民花壇や公共花壇などのまちかどの緑化や、「個人
の庭」の一般公開などを「パブリックガーデン」として体系
化し、その普及を推進する。



（事業費）

（人件費）

（間接経費）

３　指標実績の推移・現状分析

指標名
基準値

（単位）

事業推移 目標値・
目標年度

指標の分析

計
画
値

当初値

補正値

実　績

計
画
値

当初値

補正値

※　当初値：指標設定当初の計画値、補正値：現時点での適正な計画値（当初値から補正した値）

現　状　分　析 3 2 1

実　績

４　事業費・人件費等の推移   　　　　　　　　　　　　　　　　　　                           　　　　  （単位：円、人）

当 初 予 算 額

予 算 現 額

国 庫 支 出 金

都 支 出 金

市 債

そ の 他

一 般 財 源

決 算 額

国 庫 支 出 金

都 支 出 金

市 債

そ の 他

一 般 財 源

執 行 率

職 員 数

職 員 人 件 費

間 接 経 費

５　これまでの取組及び今後の展開

これまでの主な取組と成果

総 コ ス ト

今後の課題・展開（未達成の課題・具体的な方策等）

まちかど空間緑化推進事業

- 2 -

H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度

① 市の面積に対する緑地の割
合

24.7

％

24.6 24.6 24.5 24.5 24.5

- - - - 令和 3年度

24.4 24.3 24.3 - -

②
-

-

- - - - -

- - - - -

- - - - -

緑のまちづくりの一環である、生
産緑地が減少傾向にあることから
、市内の緑地面積が減少している
。

H29年度 H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度 R 4年度

緑化の余地が限られた市街地では、いかに緑化を図っていくかが重要となる。これまでもスポットパークの整備や、市民の協力による花壇の設置な
ど、まちかどの緑化を進めた。
まちかどに良好な環境をつくり出す、スポットパーク５５か所の設置。→５２か所（Ｒ２)
公共の場を彩る、公共花壇５６か所の設置。→３４か所（Ｒ２)
地元住民による、市民花檀４５か所の維持管理。→３４か所（Ｒ２)

都市化が進展するなか、緑が減少傾向にあることから、法制度等を適切に運用するほか、市民活動の効果的な支援のあり方を検討し、緑の保全を図
る必要がある。
令和元年度に策定した「府中市緑の基本計画２０２０」では、緑の質の向上に比重が置かれ、より質の高い緑の空間づくりを進める必要がある。

月額制会計年度任用職員数

月額制会計年度任用職員人件費

① 国や都、民間ではなく、市が主体的に実施するべき事業である。

実施しなければならない 実施するべきである 実施する必要性は低い 2

府中市緑の基本計画２０２０による、緑の将来像と目標を設定している。

② 実施に当たって民間活力等を活用する余地がある事業である。 余地がない 余地がある 多くの余地がある 1

③ 類以事業はなく、統合など再構築した中では実施できない。 実施不可能である 検討の余地がある 実施可能である 2

④ 事業実施の成果を何かしらの形で把握している。 把握している 把握不可能である 把握していない 2

⑤ 受益者に対して求めている負担は適正である。 適正である 見直しの余地がある 適正ではない 3

⑥ 多摩地域の他市と比較して充実している事業である。 他市より充実している 他市と同程度 他市の方が充実している 2

11,924,000 11,904,000 11,895,000 10,902,000 857,000 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

11,924,000 11,904,000 11,895,000 10,902,000 857,000 0

11,904,000 11,904,000 11,719,000 10,902,000 0 0

11,336,255 11,755,046 11,667,227 10,843,028 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

11,336,255 11,755,046 11,667,227 10,843,028 0 0

95.2% 98.7% 99.6% 99.5% 0.0% 0.0%

1.10 1.10 1.10 0.70

8,449,786 8,637,387 8,835,151 5,416,975

0.2 0.2 0 0

624,080 622,960 0 0

394,260 311,491 247,264 149,125

20,804,381 21,326,884 20,749,642 16,409,128 0 0



予算事業名
当初予算額当初予算額 決算額

会計 款 項 目
事　業
コード

６　構成事業一覧 （単位：円）

まちかど空間緑化推進事業

- 3 -

R 2年度 R 3年度R 2年度 R 3年度

1 01 40 15 20 1124000 公共花壇運営費 10,000,000 9,999,000

2 01 40 15 25 1123000 市民花壇運営費 902,000 844,028 857,000

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合 計 10,902,000 10,843,028 857,000



事業開始年度

評価内容

２　事業計画・評価

評価内容

事 業 内 容

実 施 の 背 景

事 業 目 標

根 拠 法 令 等

市 関 連 事 業

対 象

事業種別 見直しの裁量

総 合
計 画

基本施策 主管部課名

施 策 事業類型

１　事務事業の概要

事 務 事 業 名
事 務 事 業
コ ー ド

概 要

事務事業評価シート
記 載 年 月

対 象 年 度

　新規・レベルアップ

　新規・レベルアップ 　継続 　見直し 　廃止

　見直し　継続 　廃止

令和３年９月

令和 2年度

- 1 -

公園緑地等維持管理事業 20280400

公園や緑地などの維持・管理

2 緑の整備

28 緑のまちづくりの推進

主要な事務事業  〜

都市整備部 公園緑地課

任意事業

市に事業見直しの裁量あり

都市公園法、都市緑地法

府中市緑の基本計画２００９

市民

事故などを未然に防止し、だれもが安全に安心して公園を利用できるよう、公園施設の定期的な点検、利用頻度や維持管理コスト
に応じて、機能の改廃の検討、様々な担い手による管理の仕組みを構築し、企業や地域住民などが主体となった維持管理を促進す
るなど、公園施設の維持管理を行います。
自然環境や風致を重視した公園、子どもの遊び場となる公園など、各公園の機能や役割を踏まえ、樹木の適切な維持管理を進め、
樹木の成長により、見通しのきかない箇所、枝や落ち葉が隣接地に影響を及ぼしている箇所、樹木の密生により生育環境が悪化し
ている箇所などを把握し、間引きや植替え、剪定など公園内の樹木の適切な管理を行います。

これまで数多くの公園・緑地が整備され、多くの市民に利用されていますが、経年による公園施設の劣化や樹木の成長など、維持
管理上の問題が発生している。

公園・緑地が持つ機能を、今後とも十分に発揮できるよう、市民の協力を得ながら適切な維持管理を行っていく。

H31年度実績（Do） H31年度評価（Check） B　現状のまま継続

◇事務作業委託：都市公園台帳作成委託、砂場殺菌作業委託、各種花蓮維
持管理委託等
◇施設管理委託：粗大ごみ・ごみ回収運搬処理委託、公園等トイレ清掃業
務委託、公園等清掃業務委託（地元団体）、公園緑地等清掃除草業務委託
（シルバー）、公園等樹木管理委託、公園等水辺清掃業務委託、郷土の森
公園関係各種維持管理委託等

◇公園・緑地等を予防保全型の管理へと進めるため、引き続き取り組んだ
。
◇市民協働によるインフラ管理ボランティア制度を活用しながら、施設の
継続的な安全性の確保を推進するため、制度についても働きかけを行った
。
◇公園・緑地等の利用状況に則した遊具等の更新など公園施設等の見直し
に取り組む。

□ □ □ H31年度評価に基づく見直し（Action）

R 2年度の方向性（Plan）R 2年度の具体的な取組（Plan）

◇公園・緑道等の適切な維持管理の実施。
◇インフラ管理ボランティア制度の推進。
◇公園管理の手法を比較検討し、最適な手法を導入するための方向を示す
。

公園・緑道等における樹木管理、清掃等の維持管理、遊具・設備の修繕の
ほか、公園の様々な管理手法を比較し、最適な管理方法を検討するための
委託事業を実施する。

R 2年度実績（Do） R 2年度評価（Check） B　現状のまま継続

公園・緑道等における樹木管理、清掃等の維持管理、遊具・設備の修繕を
実施した。
公園の様々な管理手法を比較し、最適な管理方法を検討するための委託事
業を実施した。

公園・緑道等の適切な維持管理を行った。
インフラ管理ボランティア制度を推進し、花壇制度を取り入れるなど制度
の改正を行った。
公園管理の手法を比較検討し、新たな手法の導入について調査を行った。

□ □ □ R 2年度評価に基づく見直し（Action）

R 3年度の方向性（Plan）R 3年度の具体的な取組（Plan）

◇公園・緑道等の適切な維持管理の実施。
◇インフラ管理ボランティア制度の推進。
◇公園管理の新たな手法を導入するための方向を示し、調整や手続きを進
める。

公園・緑道等における樹木管理、清掃等の維持管理、遊具・設備の修繕の
ほか、公園における新たな管理手法を進めるための委託事業を実施する。

令和 4年度における事業の位置付け

A　重点化・拡大して継続

B　現状のまま継続 1　大幅な見直しは必要ない

2　見直しには法令等の改正が必須

3　見直しの必要性はあるが時期尚早

4　現状では見直しが不可能

C　見直して継続 1　見直し・縮小

2　他事業との整理・統合

D　休止・廃止等 1　休止

2　廃止

3　完了

B

1

市民意識調査の結果としては、緑の整備に対する関心は高い
ことが伺えることから、市民協働によるインフラ管理ボラン
ティア制度をより利用しやすいものにしていくことで、公園
・緑地等に対する満足度の向上を図る。



（事業費）

（人件費）

（間接経費）

３　指標実績の推移・現状分析

指標名
基準値

（単位）

事業推移 目標値・
目標年度

指標の分析

計
画
値

当初値

補正値

実　績

計
画
値

当初値

補正値

※　当初値：指標設定当初の計画値、補正値：現時点での適正な計画値（当初値から補正した値）

現　状　分　析 3 2 1

実　績

４　事業費・人件費等の推移   　　　　　　　　　　　　　　　　　　                           　　　　  （単位：円、人）

当 初 予 算 額

予 算 現 額

国 庫 支 出 金

都 支 出 金

市 債

そ の 他

一 般 財 源

決 算 額

国 庫 支 出 金

都 支 出 金

市 債

そ の 他

一 般 財 源

執 行 率

職 員 数

職 員 人 件 費

間 接 経 費

５　これまでの取組及び今後の展開

これまでの主な取組と成果

総 コ ス ト

今後の課題・展開（未達成の課題・具体的な方策等）

公園緑地等維持管理事業

- 2 -

H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度

① 公園や都市緑化で緑あふれ
るまちとしての市民満足度

69.9

％

70 71 72 73 73

- - - - 令和 3年度

73 73 76 - -

②
-

-

- - - - -

- - - - -

- - - - -

市民意識調査の結果としては、高
い水準を維持しており、重要度を
含め、緑の整備に対する関心が高
いことが伺えることから、市民協
働によるボランティア制度を拡充
し、公園・緑地等に対しより親し
みを持ち、満足度の向上を図りた
い。

H29年度 H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度 R 4年度

◇地域の特性や安全性を考慮した公園・緑地の整備
◇公園・緑地を安全・安心に利用できる環境づくりに向けて、市民からの意見、要望への対応
◇公園樹木について、緑の豊かさを確保した適正な管理
◇公園等の安全点検の実施
◇地元自治会などによる定期的な公園施設の点検

公園・緑地の整備及び維持管理に際しては、利用者が安心して利用できるよう、見通しを良くする、照明の適切な配置を進めるなど、安全・安心を
確保することが必要である。また、市民からの様々な苦情、意見、要望等に迅速に対応していくため、特に安全性に配慮する中で地域にあった維持
管理の方法を考えていくことが必要である。このため、府中市インフラ管理ボランティア制度を活用し、市民や事業者との協働による安心・安全な
公園・緑地等を維持し、市民が親しみを感じることができる公園等の空間づくりを行っていかなければならない。

月額制会計年度任用職員数

月額制会計年度任用職員人件費

① 国や都、民間ではなく、市が主体的に実施するべき事業である。

実施しなければならない 実施するべきである 実施する必要性は低い 2

市民や事業者との協働による維持管理を行う必要がある。

② 実施に当たって民間活力等を活用する余地がある事業である。 余地がない 余地がある 多くの余地がある 2

③ 類以事業はなく、統合など再構築した中では実施できない。 実施不可能である 検討の余地がある 実施可能である 2

④ 事業実施の成果を何かしらの形で把握している。 把握している 把握不可能である 把握していない 2

⑤ 受益者に対して求めている負担は適正である。 適正である 見直しの余地がある 適正ではない 2

⑥ 多摩地域の他市と比較して充実している事業である。 他市より充実している 他市と同程度 他市の方が充実している 2

605,405,000 650,231,000 881,835,000 856,047,000 838,611,000 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

14,773,000 16,579,000 26,587,000 32,388,000 28,486,000 0

590,632,000 633,652,000 855,248,000 823,659,000 810,125,000 0

606,494,000 781,726,000 929,204,000 882,698,000 0 0

573,367,112 772,856,617 927,257,695 785,395,927 0 0

0 0 3,448,000 0 0 0

0 0 10,582,000 0 0 0

0 0 0 0 0 0

17,185,494 16,419,835 20,856,805 23,526,626 0 0

556,181,618 756,436,782 892,370,890 761,869,301 0 0

94.5% 98.9% 99.8% 89.0% 0.0% 0.0%

7.30 9.60 10.30 13.40

56,075,855 75,380,832 82,729,137 103,696,382

0.8 0.8 1 1

2,496,320 2,491,841 3,090,923 3,174,598

2,456,545 2,491,942 2,540,078 3,067,718

634,395,832 853,221,232 1,015,617,833 895,334,625 0 0



予算事業名
当初予算額当初予算額 決算額

会計 款 項 目
事　業
コード

６　構成事業一覧 （単位：円）

公園緑地等維持管理事業

- 3 -

R 2年度 R 3年度R 2年度 R 3年度

1 01 40 15 05 1085250 生産緑地事務費 10,825,000 10,577,711 8,579,000

2 01 40 15 20 1103000 公園緑地等管理費　管理委託料 721,374,000 637,286,511 701,396,000

3 01 40 15 20 1104000 公園緑地等管理費　光熱水費 25,045,000 22,722,834 23,110,000

4 01 40 15 20 1105000 公園緑地等管理費　諸経費 98,692,000 114,808,871 105,526,000

5 01 40 15 20 1136650 公園等施設活用協議会運営費 111,000 0

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合 計 856,047,000 785,395,927 838,611,000



事業開始年度

評価内容

２　事業計画・評価

評価内容

事 業 内 容

実 施 の 背 景

事 業 目 標

根 拠 法 令 等

市 関 連 事 業

対 象

事業種別 見直しの裁量

総 合
計 画

基本施策 主管部課名

施 策 事業類型

１　事務事業の概要

事 務 事 業 名
事 務 事 業
コ ー ド

概 要

事務事業評価シート
記 載 年 月

対 象 年 度

　新規・レベルアップ

　新規・レベルアップ 　継続 　見直し 　廃止

　見直し　継続 　廃止

令和３年９月

令和 2年度

- 1 -

公園緑地等整備事業 20280500

既存の公園等を生かし、水と緑のネットワークの形成を中心とした整備を進める

2 緑の整備

28 緑のまちづくりの推進

主要な事務事業  〜

都市整備部 公園緑地課

任意事業

市に事業見直しの裁量あり

都市公園法、都市緑地法

府中市緑の基本計画２００９

市民

水と緑のネットワーク形成方針に基づき、市の核となる公園は「緑の中核的な拠点」として、地域の核となる公園は「地域におけ
る緑の拠点」として、緑道等は「水と緑のネットワークゾーン」として優先的に整備を行う。
また、歩いて行ける公園等の整備として、身近な公園の圏域とされる半径250ｍ内に都市公園の整備を引き続き進めていくものと
し、都市公園の整備が困難な場合は、安定的な利用が可能な条例等の公園整備を行う。

公園等の配置状況は、住宅市街地の多くが、身近な公園の圏域とされる半径250ｍ内に含まれており、１人当たりの都市公園面積
は、人口増加により伸び悩んでいるが、周辺都市より高く、量的な充足している。

既存の公園等を生かし、水と緑のネットワークの形成を中心とした整備を進めることで、緑の将来像の実現を目指します。

H31年度実績（Do） H31年度評価（Check） B　現状のまま継続

◇塗装、ベンチ補修、遊具設置・取替、公園・緑道整備、ハス池整備の各
種工事
◇四谷さくら公園拡張整備工事
◇公園施設長寿命化計画に基づく遊具等の更新
◇測量設計委託

◇施設の充実、適切な維持管理など、安心安全な公園作りを行った。
◇第２期の四谷さくら公園拡張整備工事を行った。
◇公園施設長寿命化計画に基づき遊具等の更新を行った。

□ □ □ H31年度評価に基づく見直し（Action）

R 2年度の方向性（Plan）R 2年度の具体的な取組（Plan）

◇施設の充実、適切な維持管理など、安心安全な公園作りを行う。
◇公園施設長寿命化計画に基づき遊具等の更新を行う。

◇塗装、ベンチ補修、公園・緑道整備
◇公園施設長寿命化計画に基づく遊具等の更新
◇測量設計委託

R 2年度実績（Do） R 2年度評価（Check） B　現状のまま継続

◇公園施設長寿命化計画に基づく遊具等の更新
◇公園・緑道整備
◇測量設計委託

◇施設の充実、適切な維持管理など、安心安全な公園作りを行った。
◇公園施設長寿命化計画に基づき遊具等の更新を行なった。

□ □ □ R 2年度評価に基づく見直し（Action）

R 3年度の方向性（Plan）R 3年度の具体的な取組（Plan）

◇安心安全な公園作りを行う。
◇公園施設長寿命化計画に基づき遊具等の更新を行う。

◇公園施設長寿命化計画に基づく遊具等の更新
◇公園・緑道整備
◇測量設計委託

令和 4年度における事業の位置付け

A　重点化・拡大して継続

B　現状のまま継続 1　大幅な見直しは必要ない

2　見直しには法令等の改正が必須

3　見直しの必要性はあるが時期尚早

4　現状では見直しが不可能

C　見直して継続 1　見直し・縮小

2　他事業との整理・統合

D　休止・廃止等 1　休止

2　廃止

3　完了

B

1

緑の基本計画２０２０や公園施設長寿命化計画に基づき、施
設の充実や適切な維持管理など、安心安全な公園づくりを推
進していく。



（事業費）

（人件費）

（間接経費）

３　指標実績の推移・現状分析

指標名
基準値

（単位）

事業推移 目標値・
目標年度

指標の分析

計
画
値

当初値

補正値

実　績

計
画
値

当初値

補正値

※　当初値：指標設定当初の計画値、補正値：現時点での適正な計画値（当初値から補正した値）

現　状　分　析 3 2 1

実　績

４　事業費・人件費等の推移   　　　　　　　　　　　　　　　　　　                           　　　　  （単位：円、人）

当 初 予 算 額

予 算 現 額

国 庫 支 出 金

都 支 出 金

市 債

そ の 他

一 般 財 源

決 算 額

国 庫 支 出 金

都 支 出 金

市 債

そ の 他

一 般 財 源

執 行 率

職 員 数

職 員 人 件 費

間 接 経 費

５　これまでの取組及び今後の展開

これまでの主な取組と成果

総 コ ス ト

今後の課題・展開（未達成の課題・具体的な方策等）

公園緑地等整備事業

- 2 -

H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度

① 市民１人当たりの都市公園
面積

7.04

㎡／人

6.93 6.94 6.94 6.95 6.95

- - - - 令和 3年度

6.9 6.91 6.91 - -

②
-

-

- - - - -

- - - - -

- - - - -

身近に利用できる公園として、圏
域とされる半径250ｍ内に適切に
配置することを基本として、概ね
適切に配置されている。

H29年度 H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度 R 4年度

公園等の配置状況は、住宅市街地の多くが、歩いて行ける身近な公園の圏域とされる半径250ｍ内に含まれており、１人当たりの都市公園面積は、
周辺都市と比較すると高く、量的には充足している。既存の公園等を生かし、水と緑のネットワークの形成を中心とした整備を進めることで、緑の
将来像の実現を目指し、水と緑のネットワーク形成方針に基づき、市の核となる公園は「緑の中核的な拠点」として、地域の核となる公園は「地域
における緑の拠点」として、緑道等は「水と緑のネットワークゾーン」として優先的に整備を行った。

水と緑のネットワークの形成を基本的な考え方とした整備を進めるとともに、災害時や地域活動など多角的に活用できるようにするため、機能の充
実を図る必要がある。また、誰もが親しむことができる公園とするため、市民や事業者とともに公園づくりに取り組んでいく。

月額制会計年度任用職員数

月額制会計年度任用職員人件費

① 国や都、民間ではなく、市が主体的に実施するべき事業である。

実施しなければならない 実施するべきである 実施する必要性は低い 2

府中市緑の基本計画２０２０による、緑の将来像と目標を設定している。

② 実施に当たって民間活力等を活用する余地がある事業である。 余地がない 余地がある 多くの余地がある 1

③ 類以事業はなく、統合など再構築した中では実施できない。 実施不可能である 検討の余地がある 実施可能である 3

④ 事業実施の成果を何かしらの形で把握している。 把握している 把握不可能である 把握していない 3

⑤ 受益者に対して求めている負担は適正である。 適正である 見直しの余地がある 適正ではない 3

⑥ 多摩地域の他市と比較して充実している事業である。 他市より充実している 他市と同程度 他市の方が充実している 2

117,825,000 293,165,000 468,274,000 400,365,000 376,165,000 0

10,000,000 56,500,000 60,000,000 1,500,000 9,900,000 0

0 25,000,000 15,000,000 0 26,000,000 0

0 0 67,000,000 0 0 0

0 0 0 259,000,000 191,000,000 0

107,825,000 211,665,000 326,274,000 139,865,000 149,265,000 0

134,819,000 302,528,000 449,693,000 388,365,000 0 0

119,550,758 286,874,821 448,690,298 383,419,336 0 0

5,000,000 36,000,000 39,500,000 1,500,000 0 0

0 16,033,000 18,600,000 0 0 0

0 0 58,700,000 0 0 0

0 0 0 225,000,000 0 0

114,550,758 234,841,821 331,890,298 156,919,336 0 0

88.7% 94.8% 99.8% 98.7% 0.0% 0.0%

3.60 4.00 5.10 3.90

27,653,846 31,408,680 40,962,971 30,180,290

0 0 0 0

0 0 0 0

1,091,797 958,432 1,146,406 830,837

148,296,401 319,241,933 490,799,675 414,430,463 0 0



予算事業名
当初予算額当初予算額 決算額

会計 款 項 目
事　業
コード

６　構成事業一覧 （単位：円）

公園緑地等整備事業

- 3 -

R 2年度 R 3年度R 2年度 R 3年度

1 01 40 15 20 1111980 公園緑地等整備事業費　調査委託料 500,000

2 01 40 15 20 1111990 公園緑地等整備事業費　設計委託料 51,000,000 33,086,900

3 01 40 15 20 1112010 公園緑地等整備事業費　整備工事費 333,900,000 320,863,400 352,000,000

4 01 40 15 20 1112030 公園緑地等整備事業費　測量設計委託料 5,000,000 21,104,856 14,300,000

5 01 40 15 20 1113500 公園灯ＬＥＤ化整備等事業費　設置等委託費（債務負
担行為解消分）

8,365,000 8,364,180 8,365,000

6 01 40 15 20 1117000 公園緑地等整備事業費　緊急整備工事費 1,000,000 0 1,000,000

7 01 40 15 20 1124500 公園等事業用地管理費 1,100,000 0

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合 計 400,365,000 383,419,336 376,165,000


